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2
0
1
5
年
7
月
29
日
、
7
月
理
事

会
を
開
催
し
た
。

1
．
委
員
会
活
動
報
告

◇
出
版
事
業
委
員
会　

飯
田
委
員
長

・
7
月
16
日
に
編
集
会
議
を
開
催
し
た
。

9
月
号
は
「
H
O
T 
T
O
P
I
C
」
で

急
遽
、
報
道
圧
力
に
対
す
る
キ
ャ
ス
タ

ー
の
発
言
を
ま
と
め
た
。
10
月
号
の
特

集
は
「
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と

テ
レ
ビ
」、
11
月
号
は
「
戦
後
70
年
」
の

予
定
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会

〈
テ
レ
ビ
委
員
会
〉  

丹
羽
委
員
長

・
6
月
30
日
に
6
月
度
の
月
評
会
を
開

催
し
て
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
沖
縄
戦　

全
記
録
」、
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル　

戦

後
70
年　

ニ
ッ
ポ
ン
の
肖
像
「
豊
か
さ

を
求
め
て
①
②
」「
世
界
の
中
で
①
②

③
」、
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

特
集「
沖

縄
“
慰
霊
の
日
”
に
考
え
る
『
日
米
地

位
協
定
』」（
テ
レ
ビ
朝
日
）
テ
レ
メ
ン

タ
リ
ー
2
0
1
5
「
D
N
A
鑑
定
の
闇

～
捜
査
機
関
“
独
占
”
の
危
険
性
～
」

（
テ
レ
ビ
朝
日
）の
4
本
を
選
出
し
た
。

・
今
年
度
か
ら
新
た
に
設
け
た
賞
の
名

称
は
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
賞
」
と
し
、
特

別
賞
と
同
様
に
応
募
作
か
ら
だ
け
で
な

く
選
出
す
る
。

〈
ラ
ジ
オ
委
員
会
〉  

橋
本
委
員
長

・
7
月
21
日
に
定
例
会
を
開
催
し
た
。

新
潟
放
送
の
「
近
藤
丈
晴
の
独
占
！
ご

き
げ
ん
ア
ワ
ー
」を
聴
取
し
た
。

・
戦
後
70
年
に
関
連
し
た
番
組
の
制
作

状
況
を
ラ
ジ
オ
委
員
会
で
調
査
し
て
、

委
員
で
手
分
け
し
て
聴
取
し
、

『
G
A
L
A
C
』
の
11
月
号
と
12
月
号

の
ラ
ジ
オ
委
員
会
の
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て

番
組
名
と
評
等
を
掲
載
す
る
予
定
。

・「
入
賞
作
品
を
聴
い
て
、
語
る
会
」

を
T
B
S
セ
ミ
ナ
ー
室
で
7
月
26
日
に

開
催
し
た
。
参
加
人
数
は
一
般
が
51
人
、

学
生
が
15
人
で
盛
況
だ
っ
た
が
、
収
支

と
し
て
は
ゲ
ス
ト
の
交
通
費
と
宿
泊
費

で
赤
字
に
な
っ
た
。
9
月
27
日
（
日
）

毎
日
放
送
で
開
催
予
定
の
「
入
賞
作
品

を
聴
い
て
、
語
る
会
」
の
成
功
を
目
指

し
た
い
。

〈
Ｃ
Ｍ
委
員
会
〉  

稗
田
委
員
長

・
7
月
22
日
に
定
例
会
を
開
催
し
て
約

25
本
の
気
に
な
る
C
M
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。

〈
報
道
活
動
委
員
会
〉  

鈴
木
委
員
長

・
今
年
度
の
「
制
作
者
と
語
る
会
」
は

N
H
K
放
送
博
物
館
を
予
定
し
て
い
た

が
、
放
送
博
物
館
側
の
都
合
で
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
後
の
開
催
が
不
可
能
に
な
っ

た
の
で
、
専
修
大
学
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
教
室
で
11
月
の
開
催
を
目
指
し
て
調

整
中
。

◇
第
52
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
贈
賞
式
懇

親
会
決
算
報
告　

中
島
事
務
局
長

・
決
算
額
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
額
だ
っ
た
。

司
会
者
の
交
通
費
と
宿
泊
費
、
打
ち
合

わ
せ
の
交
通
費
な
ど
が
若
干
増
え
た
。

◇
企
画
事
業
委
員
会　

桜
井
副
委
員
長

・
7
月
21
日
に
委
員
会
を
開
催
し
た
。

9
月
11
日
開
催
の
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
を

過
去
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
約

放
懇
セ
ミ
ナ
ー

9
月
11
日
開
催
決
定

︱
7
月
理
事
会
報
告
︱
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2

9
0
0
人
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
参
加
者
約

1
2
0
人
に
メ
ー
ル
で
通
知
し
た
。
理
事

の
皆
さ
ん
に
知
り
合
い
の
方
へ
の
通
知
を

お
願
い
し
た
い
。

◇
マ
イ
ベ
ス
ト
T
V
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

滝
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

・
7
月
14
日
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
開

催
し
た
。
運
営
サ
イ
ト
刷
新
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い

や
ポ
イ
ン
ト
制
を
導
入
す
る
な
ど
の
案
が

出
た
。
シ
ス
テ
ム
会
社
に
見
積
り
を
依
頼

し
て
、
年
内
に
は
形
に
し
た
い
。

2
．
そ
の
他

①
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
贈
賞
式
会
場
に
つ
い

て　

藤
田
専
務
理
事

・
第
53
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
贈
賞
式
に
つ

い
て
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
と
日
程
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
放
懇
側
の
希
望
の
日
は

既
に
別
の
宴
会
が
予
約
済
み
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。
日
程
に
つ
い
て
は
早
い
段
階
か

ら
希
望
を
伝
え
て
い
た
が
、
昨
年
営
業
マ

ン
が
変
わ
っ
て
引
き
継
ぎ
さ
れ
な
い
ま
ま

だ
っ
た
よ
う
だ
。
結
局
5
月
30
日
し
か
空

い
て
い
な
い
と
の
回
答
が
あ
り
、
急
遽
ほ

か
の
ホ
テ
ル
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
セ
ル
リ

ア
ン
タ
ワ
ー
東
急
ホ
テ
ル
と
条
件
が
折
り

合
っ
た
。
予
算
も
当
初
提
示
し
て
き
た
金

額
か
ら
、
希
望
に
近
い
も
の
に
な
っ
た
が
、

本
日
理
事
会
と
し
て
ど
ち
ら
の
ホ
テ
ル
に

す
る
か
決
定
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
討
議
し
た
結
果
、
セ
ル

リ
ア
ン
タ
ワ
ー
東
急
ホ
テ
ル
に
決
定
。

②
正
会
員
入
退
会

入
会

節
丸
雅
矛
さ
ん
、
縫
崇
さ
ん
、

山
際
澪
さ
ん

退
会

小
池
清
さ
ん

③
ザ
・
ベ
ス
ト
テ
レ
ビ
2
0
1
5

N
H
K「
ザ
・
ベ
ス
ト
テ
レ
ビ
2
0
1
5
」

へ
の
協
力
を
了
承
。

④
ア
プ
リ「
W
A
T
C
H
A
」の
件

ア
プ
リ
「
W
A
T
C
H
A
」（
韓
国
）
へ
の

協
力
を
了
承
。

◆
次
回
以
降
の
理
事
会

8
月　

休
会

9
月　

9
月
28
日（
月
）

10
月　

10
月
21
日（
水
）

【
出
席
】
音
好
宏
、
橋
本
隆
、
藤
田
真
文
、

飯
田
み
か
、
丹
羽
美
之
、
藤
久
ミ
ネ
、
稗

田
政
憲
、
鈴
木
嘉
一
、
滝
野
俊
一
、
碓
井

広
義
、
茅
原
良
平
、
小
林
毅
、
坂
本
衛
、

桜
井
聖
子
、
嶋
田
親
一
、
古
川
柳
子
、
山

田
健
太
、
中
島
好
登

会
議
記
録

［
7
月
］ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
日�

マ
イ
ベス
ト
T
V
賞

16
日�

出
版
編
集
委
員
会

21
日�

（
選
奨
）ラ
ジ
オ
定
例
部
会

企
画
事
業
委
員
会

22
日�

（
選
奨
）Ｃ
Ｍ
定
例
部
会

29
日�

理
事
会

31
日�

（
選
奨
）テ
レ
ビ
月
評
会



3

ラ
ジ
オ
番
組
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の

制
作
を
し
て
い
ま
す

�

奈
美
木
映
里

　

国
立
大
学
国
文
学
教
授
の
父
と
純
文
学

作
家
の
母
（
草
部
和
子
：
近
代
文
学
賞
／

放
送
文
学
賞
／
文
化
庁
脚
本
賞
受
賞
）
の

長
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。
大
学
時
代
よ
り

糸
居
五
郎
の
門
下
生
と
し
て
D
J
―

B
E
B
E
の
名
で
全
国
A
M
局
で
活
躍
。

1
9
8
3
年
D
J
事
務
所
（
株
）
サ
ン
デ

ィ
を
設
立
。
そ
の
姿
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
が
テ
レ
ビ
各
局
で
取
上
げ
ら
れ
、

N
H
K
銀
河
テ
レ
ビ
小
説
「
新
宿
物
語
」

（
1
9
8
5
年
）／
漫
画「
3
D
B
O
Y
S
」

（
1
9
9
6
年
）
の
モ
デ
ル
と
な
る
。
現
在

は
、
ラ
ジ
オ
番
組
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
制

作
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
会
社
経
営
を
す
る
傍
ら
、

1
9
9
7
年
よ
り
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
制
作

／
脚
本
を
手
掛
け
、
最
近
は
毎
週

T
O
K
Y
O 

M
X
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
え

に
し
の
記
憶
」の
脚
本
も
手
掛
け
て
い
る
。

中
国
の
放
送
メ
ディ
ア
を
研
究
し
て
い
ま
す

�

沈
霄
虹

　

中
国
の
上
海
出
身
の
沈チ

ン

霄シ
ョ
ウ

虹コ
ウ

と
申
し
ま

す
。
2
0
0
8
年
、
松
蔭
大
学
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
を
卒
業
し
、
09

年
4
月
に
上
智
大
学
文
学
研
究
科
新
聞
学

専
攻
博
士
課
程
に
入
学
し
、
現
在
同
所
属

の
博
士
後
期
課
程
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
分
野
は
中
国
の
放
送
メ
デ
ィ
ア
で
、

現
在
は
博
士
論
文
を
執
筆
中
で
す
。
10
年

修
士
卒
業
後
、「
東
日
本
大
震
災
に
関
す

る
内
外
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
検
証
お
よ
び
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
規
範

理
論
構
築
の
研
究
」
と
い
う
共
同
研
究
に

参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、「
台
湾

メ
デ
ィ
ア
の
3・11
震
災
報
道
～『
聯
合
報
』

の
内
容
分
析
を
中
心
に
」（
13
）、「
中
国

の
情
報
化
社
会
に
関
す
る
考
察
―
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
展
開
を
中
心
に
」（
14
）、「
中

国
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
考
察
」

（
15
）
の
3
つ
の
論
文
を
執
筆
し
、
上
智
大

学
新
聞
学
科
紀
要
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
研
究
』に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
中
国
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
み
な
ら

ず
、
発
展
途
上
国
特
に
東
ア
ジ
ア
諸
国
の

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
状
況
の
研
究
に
進

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て
い
ま
す

�

莫
倩
如

　

ご
承
認
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私

は
中
国
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
出
身
の
莫モ

ウ

倩チ
ェ
ン

如ル
ウ

と
申
し
ま
す
。
故
郷
は
山
の
中
の「
南

丹
」
と
い
う
小
さ
い
町
で
す
。
こ
の
町
は

桂
林
の
よ
う
な
大
都
市
ほ
ど
有
名
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
の
山
や
水
な
ど
の

景
色
は
桂
林
に
絶
対
負
け
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

に
な
り
た
い
」
と
い
う
夢
を
ず
っ
と
抱
き
、

学
部
時
代
に
中
国
伝
媒
大
学
に
入
り
、
中

国
新
聞
社
（
通
信
社
）
の
広
西
分
社
と
中

国
中
央
テ
レ
ビ
局
（
C
C
T
V
）
の
ニ
ュ

ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
数
か
月
の
イ
ン
タ
ー
ン

を
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
上
智
大
学
文
学
研
究
科
新
聞
学

専
攻
の
博
士
前
期
2
年
に
在
籍
し
て
お
り
、

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
に
関
す
る
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
日
本
の
テ
レ
ビ
報
道
の
こ
と

を
深
く
理
解
し
た
い
の
で
、
放
送
批
評
懇

談
会
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
来
年
卒
業

後
は
テ
レ
ビ
局
に
入
り
、
一
人
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
中
日
の
交
流
に
貢
献
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
、
放
送
批
評

懇
談
会
で
の
経
験
も
私
の
仕
事
に
役
に
立

て
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新 入 正 会 員 自 己 紹 介

新 入 正 会 員 自 己 紹 介




